
●ご使用になる前に必ずこの「施工説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。間違った施工・取り扱いを行ないますと
　製品の品質劣化や損傷につながる可能性があります。本書に従わず施工・取り扱いを行なった場合については、当社での保証は
　いたしかねますのでご注意ください。（本施工方法に当てはまらず、三面図に注意事項がある場合は、そちらを参考に施工してください。）
●接着剤は製品に同梱しておりません。接着剤は酢ビ系接着剤をご使用ください。
●施工前に躯体の垂直・直角を確認し、不陸のないように床面を平滑にしてください。
●本製品はフロア施工・クロス貼り後に取り付けてください。
●施工前に壁面へのビス固定位置に、必ず12mm合板以上の下地補強を行なってください。
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施工時に部材表
面の化粧紙を傷
付けないようご注
意ください。

傷注意

本製品は「内装
専用」です。
屋外には使用
できません。

野外使用禁止

本製品は木質製
品です。
火気には充分お気
を付けください。

火気厳禁

屋内であっても直
接水のかかる場所
や湿度の高い場所
には使用しないで
ください。

水・
湿気禁止 化粧面に粘着テ

ープ（セロテープ
・シールなど）を
貼らないように
してください。

粘
着

テー
プ使用禁

止

水・油・インク・薬品などが
付着しないようご注意く
ださい。付着した場合はす
ぐに拭き取ってください。
放置するとシミや変色の
原因となります。溶剤厳禁

片側オープンの場合

オーダーメイド収納［オオ］

固定金具組み仕様
施工説明書

本社  〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 1 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5首都圏 第1・2・3チーム 首都圏営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 3 2
T E L（ 0 8 7 ）8 0 6 - 3 6 6 0
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 2

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 9 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 6

北海道・東北営業チーム    
関東甲信越営業チーム
中部営業チーム

東日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 3
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 4
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 5

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 7
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 8
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 9

近畿営業チーム    
中四国営業チーム    
九州営業チーム

西日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 2 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 9特需 第1・2・3チーム特需営業
グループ

必ずお読みください

2016.03

STRAGE

施工される方へ 施工前に製品をよくお確かめください。
品質管理には万全を期していますが、万一品質に不都合な点がございましたら、販売店様または弊社営業まですぐにご連絡ください。施工前の製品に限り、
販売店様を通じて良品と交換させていただきます。施工後の交換・補修はいたしかねますので、施工前に必ずご確認をお願いいたします。

施工前のご確認 ●各部材の勝ち負けは図面をご参照ください。　※本書は天勝ちの場合で説明しています。
●伸寸設定をされている場合は、図面で寸法などのご確認をお願い致します。

天板を側板上部両端にあるダボ穴に固定金具を使って固定します。
2  天板の取付

t20の場合：間口2430mm
t27の場合：間口2965mm
を越える場合は、2枚目の天
板を図のように仕切板上部
で連結し固定してください。
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仕切板を取り付ける位置に墨付けをして、天板と床面をそれぞれに固定します。
※仕切板は、片面のみの固定となります。

3  仕切板の取付
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［上部］
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［下部］

側板を躯体にL=65ビス（ビスキャップ付）で固定します。
※ダボ穴は棚板の固定などに利用しない場所を選んでください。
※必ず壁下地のある位置で固定してください。

1  側板の取付

ビス・固定金具 固定数
高さ
（mm）

～2000
4本

（上下 各2ヵ所）

奥行
（mm）

～550

551～ 6本
（上・下 各3ヵ所）

6本
（上・中・下 各2ヵ所）2001～

～550

551～ 9本
（上・中・下 各3ヵ所）

固定数
側
板

側
板

ビスキャップ

L=65ビス

ワッシャー

ダボ穴

設置位置を墨出しし、固定金具をつかって側板1を壁面・床面に固定します。
※壁面には補強の為の捨て張り（12mm厚コンパネ、300mmサイズ現場調達）が必要です。
※壁面への固定はＬ＝65ビスを使用してください。

1  側板1の取付

補強
捨て張り

オープン

オープン

側
板
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L=20ビス

壁面

L=65ビス

固定金具

［壁面］
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［下部］

側板と同様に仕切板を固定します。
2  仕切板の取付

補強
捨て張り

仕
切
板

側
板
1

固定金具をつかって天板と側板・仕切板を
固定します。

3  天板の取付

補強
捨て張り

天板
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板

側
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1

側板1と同様に側板2を固定します。
4  側板2の取付

補強
捨て張り

天板

仕
切
板

側
板
1

側
板
2

固定棚板と仕切板（または側板）を固定金具を
使って固定します。
※使用するダボ穴の位置が同じ高さになるようにご確認ください。

固定棚板の取付

側板・仕切板

固定棚板

L=20ビス

システム
ビス

棚板受のピンをダボ穴に差し込み、可動棚板を
のせてください。
※使用するダボ穴の位置が同じ高さになるようにご確認ください。
※可動棚受（前）は形状が左右異なりますのでご注意ください。

可動棚板の取付

可動棚板

側板・仕切板

可動棚受（後）

前
後 可動棚受（前）

［右側］

 1  側板1を躯体にL=65ビス（ビスキャップ付）で固定します。（　両側壁納めの場合　1  参照）
 2  以降は　両側オープンの場合　2  以降と同じ手順で施工してください。
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ダボ穴



住宅部品表示ガイドラインによるホルムアルデヒド発散等級表示

商品名：オーダーメイド収納　オオ
製造者：南海プライウッド（株）
発散区分：F☆☆☆☆
住宅部品表示ガイドラインによる
ロット番号：製品梱包に記載

※造作材・金物等は規制対象外となります。

内装仕上げ部分

製品分類 発散区分ホルムアルデヒド
発散建築材料

天板・側板・仕切板・棚板・背板・
カウンター・幕板・台輪

MDF F☆☆☆☆

接着剤 F☆☆☆☆

- 構成材料 -

この用紙は建築基準法に基づく納入部材の確認書類となりますので、大切に保管して工事責任者へ渡してください。
問合せ先：品質保証グループ   087-894-8025

ウォークインタイプ（L型）の取付

ベース
セット

連結
セット

❶ ❷

❶ベースセット：
両端に側板があり、壁に取り付けます。
❷連結セット：
片方の側板がなく、天板を連結させます。

① ❶の施工を行なってください。 ④ ❷の他パーツの施工を行なってください。② ❷の側板の施工を行なってください。

❶ ❷❶

③ ❷の天板にジョイント金具を取り付け、❶の天板にはめ込み
ながら、❷の側板の上にのせ、固定してください。

250mm～1300mm

❶ ❷

※U型・ロ型は、L型の取付方法を参考に順番に
取り付けてください。

サラビスL=30

ジョイント金具

天板（❷）

サラビスL=16

ジョイント金具

天板（❷）天板（❶）

側板

①ジョイント金具を連結セット
（❷）の天板に付属のサラビ
スL=30で取り付けます。

②ジョイント金具をベースセッ
ト（❶）の天板に付属のサラビ
スL=16で取り付けます。

ジョイント金具の取付

天板ジョイント部から②仕切板まで
の幅は250mm～1300mmにし
てください。

引出し・バスケット等、手前に引出すパーツを
設置する際は、❷の側板に干渉しないか
引出し幅をご確認ください。

❶ ❷

ジョイント金具

❶ ❷


